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編集企画室 印刷野宮印刷 44.8.15尭行

夏休みの1目、プールではしゃぐこどもたち

三三2学期もがんばろう三三

楽 Lぃ夏休みもあどわずか。太陽の光をか 』だ、もつ

11'‘に浴び、つぎつぎとプールに飛びこむ。

2学期は勉強に運動にもヮどもよ、、季節です。こ の

調子てがんばりま Lょう。
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世帯と人口 世特数 2，848 人口 11，733(男5，713女6，020) 44，7.31現在
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才、/

規
模

山 L

Z童
謡基
寿盤
象の
譲整
5備
廷に
さ
れ
る

こ
の
た
び
今
金
町
は
、
山
村
援
興
調
査
対
象
地
域
と
し

て
道
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
月
初
め
閏
の
指
定
を
う
け
、
来
年
三

月
振
興
計
画
が
承
閉
山
さ
れ
ま
す
と
、
山
村
振
興
事
業
は
四

十
五
年
度
か
ら
四
ヶ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
生
産
基
盤
の
整

備
、
経
営
の
近
代
化
、
ま
た
環
境
整
備
に
大
き
く
役
だ
つ

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
村
振
興
法
と
は

山
村
振
興
法
は
、
山
村
に
お

け
る
経
済
力
の
培
養
と
住
民
の

福
祉
の
向
上
を
図
り
、
地
域
格

差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
四
十
年
制
定
さ
れ
ま
し
た

最
近
、
国
民
経
済
は
急
速
に

進
展
し
ま
し
た
が
、
山
村
は
そ

の
経
済
的
、
文
化
的
諸
条
件
か

ら
き
わ
め
て
後
進
的
な
地
位
に

お
か
れ
て
お
り
、
特
に
産
業
基

盤
、
生
活
環
境
の
整
備
等
が
他

地
域
に
比
較
し
て
立
遅
れ
が
め

つ
だ
て
い
ま
す
.
こ
の
た
め
、

そ
の
地
域
の
自
主
的
な
計
画
に

よ
っ
て
、
生
産
基
盤
の
整
備
開

発
、
経
営
近
代
化
施
設
の
導
入

農
家
の
環
境
整
備
に
関

L
、
必

要
な
事
業
を
国
の
助
成
に
よ
っ

て
総
合
的
に
実
施
し
て
山
村
の

開
発
を
行
な
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。

こ
れ
が
指
定
さ
れ
ま
す
と
お

も
に
次
白
よ
う
な
事
業
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
改
善
セ
ン
虫

l
建

設
な
ど
も

ま
ず
、

特
別
開
発
事
業
と
し

て、

小
規
模
ハ
約
十
ヘ

ク
タ
ー

ル
未
満
〉
生
産
基
盤
の
整
備
、

農
林
業
全
般
に
わ
た
る
近
代
化

施
設
の
混
入
、

五
十
人
未
満
の

地
域
に
お
け
る
飲
料
水
施
設
白

設
置
、
共
同
給
宜
、
季
節
保
育

所
な
ど
多
目
的
に
使
用
さ
れ
る

生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な

ど
の
事
識
が
あ
り
、
総
事
業
貨

は
約
七
千
三
百
万
円
の
子
定
で

す。
ま
た
、
町
道
の
改
良
事
業
と

し
て
約
五
千
万
円
、
世
免
並
道

E
び
林
道
の
改
良
事
業
も
別
ワ

ク
で
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま

寸
'。

円があなたを守る
-・・・・・・・・・・・1....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l

交通傷害保険制度の実施を準備

日1
....・・・・・・・'11.“・・"・・・・1..................・・・・

i 最近は、あらゆる機関をあげて交通安全対

i策にとり組み 安全施設も折々整備されてお

'ζi りますが. 交通lJ~故はいっこうに減らないば
iかりか年々増加しています。

i 特に今金町の人身事故は昨年400人に1人の l
E 割合で発生し、死者も 2名でております。?

町では、 これら交通事融から町民を守りJ
助けあ うために、交通傷害保険制度、を実施 i
しようと刷仰を進めています。 !

れ
も
四
・
五
割
か
ら
七
割
の
補

助
が
つ
く
ほ
か
、
起
債
平
融
資

も
毘
め
ら
れ
る
た
め
、
町
の
実

情
に
あ
っ
た
計
画
を
た
て
て
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
と
、
国
首

総
合
か
ん
ば
い
事
業
、
段
、
林

業
構
造
改
普
事
業
、
共
同
利
用

模
範
牧
場
と
あ
わ
せ
、
今
金
町

の
産
業
開
発
は
画
期
的
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
ま
で
全
道
で
三
十
三
ケ

町
村
が
す
で
に
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
本
年
度
は
十
七
町
村

こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、
い
ず

に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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つ
ぎ
に
、
土
地
改
良
事
業
の

う
ち
団
体
蛍
事
業
は
、
従
来
二

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
採
択
基

準
が
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
緩

和
さ
れ
ま
す
。

町
の
実
情
に
あ
っ
た

齢
画
で

今
金
市
街
地

1

4

の
簡
易
水
道
は

こ
こ
二
、
=
一
年

一

の
急
激
な
給
水

戸
数
の
増
加
に

u

よ
り
、
し
ば
し

ば
水
が
不
足
し

断
水
で
ご
迷
惑

を
か
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
深

井
戸
に
よ
る
補

水
施
設
が
完
成

し
、
こ
れ
ま
で

の
自
然
流
下
に

よ
る
水
と
合
わ
せ
、
水
不
足
の

悩
み
が
解
消
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
は
、
昭
和
一
ニ
十
九

年
十
二
月
、
給
水
戸
数
三
百
八

十
五
戸
で
ス
タ
ー
ト
、
使
用
水

量
も
一

日
四
百
ト
ン
で
し
た
が

現
在
で
は
九
百
六
十
戸
、
一
千

水不足が解消しまずr
〈水道の補水施設が完成〉

きょうも無事故を祈る安全祈願埴

お
互
い
に
救
済
し
あ
う

空
通
事
故
に
よ
る
世
害
者
の

控
訴
は
、
現
在
主
と
し
て
自
動

車
損
害
賠
償
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
銅
害
賠
障

額
の
話
し
合
い
が
長
び
き
短
期

間
に
解
決
し
な
い
場
合
が
多
〈

な
っ
て
お
り
主
す
。

こ
の
た
め

に
、
そ
の
間
の
入
院
費
や
生
活

費
な
ど
さ
し
あ
た
っ
て
の
生
活

に
闘
る
例
も
多
く
、
そ
の
不
卒

が
家
族
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん。

そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
の

投
務
手
段
と
し
て
交
通
事
故
に

あ
っ
た
方
々
を
町
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
お
互
い
に
故
慌
し
あ
う

。
空
通
傷
害
保
険
制
度
グ

が
考

え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

年
三
百
六
十
円
の
保
険

料
こ
れ
は
、

一
年
に
唱
き
ひ
と

り
三
百
六
十
円
の
保
険
料
で
、

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
場
合

(

保
険
金
五
十
万
円
)
や
傷
害
を

受
け
た
場
合

〈
十
万
円

t
二
千

円
〉
に
見
抑
金
を
則
ろ
う
と
い

う
制
度
で
す
。
し
か
し
、
保
険

会
社
と
町
の
契
約
の
関
係
上
、

二
千
名
程
度
以
上
の
加
入
者
が

な
い
と
実
施
が
困
難
な
実
情
に

あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
制
度
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
に
、
部
落
町

水
量
自
動
調
整
装
置
が
あ
る
ポ

ン
プ
室

ト
ン
と
当
初
の
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
桶
加
で
、
自
然
琉
下

町
一
日
七
百
五
十
ト
ン
で
は
ま

内
会
長
官
通
じ
て
町
民
の
意
向

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
七
月
末

ま
で
に
八
百
二
十
一
名
の
申
し

込
み
希
望
者
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
が
、
ま
た
実
施
す
る
だ
め
に

は
多
〈
の
町
民
の
理
解
を
必
要

と
し
ま
す
。

ひ

と

ご

と

で

は

あ

り

ま

せ
ん

か
な
い
き
れ
な
く
な
り
ま
し
た

こ
の
た
め
、
問
団
地
の
一
角

に
六
百
万
円
で
百
十
メ

ー
ト

ル

の
深
井
戸
と
水
量
調
整
装
置
を

備
え
た
ポ

γ
プ
室
を
作
り
、
配

水
池
の
水
が
不
足
す
る
と
自
動

的
に
水
を
送
り
込
む
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

こ
れ
で
、
一

日
の
最
大
能
力

は
二
千
二
百
五
十
ト
ン
と
な
り

故
障
以
外
は
断
水
す
る
心
配
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
補
水
施
設
は
、

来
年
度
設
置
予
定
の
種
川
地
区

水
道
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

/
 

会
長
に
伊
藤
綱
義
さ
ん

a 

の納税

国民健康保険税<2期>9月1日まで

個人 事業 税く1期>9月t日まで

B月31日が日陥自のため9月1日が納期となります

8月

農
業
員
委
会
委
員
決
る

農
業
安
員
会
の
委
員
選
挙
は

七
月
十
五
日
行
な
わ
れ
、
公
選

委
員
十
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
せ
ん
三
名
、

及
協
、
共
済
組
合
推
せ
ん
各

-

名
も
決
ま
り
、
七
月
二
十
五
日

の
農
業
委
員
会
で
会
長
に
伊
藤

綱
談
氏
、
会
長
代
理
に
猪
股
敬

二
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
吋
次
の
と
お
り
で

す
。

O
公
選
委
員

遠
藤
東
(
中
恩
)
中
島
竹
市

門
住
吉
)
猪
股
敬
二
〔
稲
穂
)

ぃ
、
と
は
い
っ
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
ひ
と
こ
と
で
は
な
い
叩
で

す。
-
日
一
円
で
自
分
自
身
世
守

る
こ
の
制
度
が
早
く
実
現
で
き

る
よ
う
草
肱
.
く
る
み
、
町
ぐ
る

み
で
加
入
中
し
込
み
さ
れ
る
よ

う
則
待
し
ま
ず
。

な
お
、
制
度
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
役
場
町
民
諜
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

自
分
だ
け
は
事
故
に
あ
わ
な

/
'
l
ll
I
l
l
i
-
-
-
-

。青

芳

園

を
き
れ
い
に
。

老

人

ク

ラ

ブ

が

清

掃
奉

仕

マ
チ
の
環
境
を
自
分
た
ち
の

手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
今

草
と
り
に
汗
を
流
す

お
と
し
よ
り

金
老
人
ク
ラ
ブ
は
七
月
十
八
日

朝
H

芳
闘
の
消
婦
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

こ
の
小
公
園
は
、
故
宮
田
先

生
の
寄
付
を
も
と
に
、

一
昨
年

教
願
寺
の
前
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
ブ
ラ
ン
コ

、
ス
ベ
リ
台

や
ベ
ン
チ
、
花
だ
ん
も
あ
り
、

車
の
と
お
る
道
か
ら
も
は
な
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
遊
ん
で

い
れ
ば
安
心
と
、
こ
ど
も
や
孫

の
手
を
ひ
い
た
お
と
し
よ
り
に

人
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
約
三
十
人

の
老
人
ク
ラ
ブ
員
は
、
草
と
り

や
花
だ
ん
の
手
入
れ
を
し
な
が

ら
宮
田
老
先
生
の
先
気
な
と
き

を
思
い
出
し
、
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

本
国
初
夫
(
今
金
)
阪
井
好
〈

八
束
)
岸
本
郷
議
(
金
原
〉
氷

上
英
治
(
鈴
金
)
天
沼
注
(
神

丘
)
吉
田
七
二
一
(
神
丘
〉

田
中

秀
雄
〈
白
石
〉

O
続
会
推
せ
ん
委
員

村
本
光
夫
〈
凹
代
〉
伊
藤
綱

毅
(
今
金
)
内
ケ
島
賢
祐
(
今

金〉O
農
協
推
せ
ん
委
員

河
端
鐙
(
八
東
)

O
共
済
組
合
推
せ
ん
委
員

曽
我
井
宜
治
〔
神
丘
U

i 看護婦 さんの充足に協力し よう

i 看護婦の資格のある人は、すす

i んで保健所へ申し出を

i 再教 育 の 購 習 会 を 実 施 し ます
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年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
庭

わ

川

崎

義
弘
さ
ん
(
神
丘
〉
宅

さ
を
感
じ
る
。

三
十
五
年
も
前
に
ハ

チ
で
育
て
は
じ
め
た
コ

オ
ヤ
マ
キ
が
今
で
は
高

さ
十
五
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
大
木
に
成
長
し
た
。

六
月
に
は
、

オ
ソ
コ

ア
カ
マ
ツ
、
ヒ
パ
の
間

を
ぬ
っ
て

y
ツ
ン
、
ラ

イ
ラ
ッ
ク
が
台
、
そ
っ
て

咲
く
。川

崎
さ
ん
は

「若
い

と
き
か
ら
好
き
だ
っ
た

の
で
、
い
つ
の
ま
に
か

n

ト
1

-

現
在
の
よ
う
に
な
っ
た

最
近
の
プ
l
ム
に
の
っ
て
こ
れ
か
ら
も
手
入
れ
し
て
い

則
成
の
庭
が
多
い
な
か
、
こ
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
は
十
ア
ー
ル
ミ
反
〉
あ
噴
水
が
あ
が
る
H

ひ
ょ
う
た

ま
り
の
場
所
に
と
こ
ろ
狭
し
ん
池
。
に
は
、
ェ
ジ
マ
ス
、
コ

と
録
の
木
立
が
お
い
茂
り
、

ィ、

キ
ン
ギ
ョ
が
色
彩
を
そ
え

ど
っ
し
り
と
し
た
年
輸
の
深
て
い
る
。

道本宮;多脅

襲撃事

郵便が早く届くよう
=全家庭に、郵便受箱、を=

郵
政
省
で
は

四
月
か
ら
全
面

的
に
配
達
サ

ビ
ス
の
た
め
郵

便
受
舗
を
設
置

す
る
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

郵
便
受
箱
を

つ
け
ま
す
と
、

郵
便
物
の
紛
失

や
不
在
に
よ
る

持
ち
帰
り
が
な

く
な
り
、
ま
た

氏
名
札
が
つ
い

て
い
る
の
で

mM

配
達
も
少
な
く

な
り
ま
す
。

町
内
各
郵
便
局
で
は
、
た
だ

い
ま
連
合
部
落
町
内
会
を
通
じ

て
あ
っ
せ
ん
、
と
り
ま
と
め
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く

段
位
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
ね
が

い
ま
す
。

な
お
、
郵
便
局
の
窓
口
に
標

準
規
格
の
実
物
見
本
を
展
示
し

て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

マ
種
類

赤
(
固
定
式
〉
と
ラ

イ
ト
ピ
ン
ク
〈
引
掛
式
)

マ
価
総
一
例
七
百
円

(今
金
郵
便
局
〉

電
気
計
器
受
検

取
り
扱
い
に
つ
い
て

計
量
法
の
改
正
〈
昭
和
四
十

二
年
六
月
三
十
日
施
行
)
に
よ

り
電
気
剖
保
(
従
来
の
積
算
電

力
計
)
で
貸
ピ
ル
、
ア
パ
ー
ト

却
に
使
用
さ
れ
て
い
る
サ
プ
メ

タ
!
ハ
子
メ
i
タ

)

も

附

和
四
十
四
年
六
月
三
十
臼
以
降

は
検
定
を
受
け
た
も
の
で
な
け

れ
ば
使
つ
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

米
検
定
の
メ
ー
タ
ー
は
次
の

電
気
陪
で
検
定
手
続
き
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
り
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

北
電
今
金
電
業
所

光
生
電
気
商
会

山
田
電
気
工
業

狩
猟
者
講
習
会
を
開
催

北
海
道
知
事
王
慌
の
狩
猟
者

講
習
会
が
次
の
と
お
り
行
な
わ

れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
八
月

二
十
三
日
ま
で
に
役
場
産
業
課

内
猟
友
会
桧
山
査
部
事
務
局
へ

さ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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マ
と
き
九
月
一
日
午
前
九
時

マ
と
こ
ろ
今
金
町
公
民
館

/
J
 日

進
牧
場
が
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
ま
す

札
幌
テ
レ
ビ

(
S
T
V
)
中

継
ル
ポ

「ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
北

海
道
」
(
カ
ラ
1
放
送
〉
で
当

町
の
日
進
牧
場
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
聴
取
し
て
く
だ
さ
い

マ
九
月
六
日
(
土
)
午
後
五
時

か
ら
五
時
三
十
分
ま
で

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

〈

7
月
分
)

@
出
生
包
名

宮
北
磁
右
(
剛

・
録
町
〉

門
間
恵
佳
佐
(
弘

・
越
川
)

松
村
勝
忠
(
勝
利

・
大
和
町
)

川
野
須
磨
干
(
敏

・
末
広
町
)

下
回
屋
秀
夫
(
茂
末
広
町
〉

坂
本
一
茂
(
一
男
・
煤
口
む

五
十
川
胤
枯
ニ

(
征
男

末
広
町

山
本
将
之
(
毅

・
関
連
町
)

北
村
郁
子
(
茂
範

・
末
広
町
)

熊
谷
地
一
(
平
八
郎

・
緑
町〉

陣
元
俊
一
(
勲
豊
田
)

磯
辺
史
生
(
俊
拙

・
興
一
割
)

相
原
知
麗
紀
(
博
夫

・
末
広
町

伊
藤
な
な
干
(
金
蔵

・
金
原
)

池
下
政
彦

(附
彦

・
大
和
町
)

山
田
こ
ず
え
(
一
夫

・
八
束
〉

柿
崎
信
乃
(
直
治

・
南
町
)

岡
公
司
(
軍
司

・
八
束
〉

遠
藤
盛
人
(
秀
夫

・
末
広
町〕

田
中
雄
志
〈
友
干

・
鈴
企
)

細
川
美
紀
(
進
治

・
申世界〉

小
西
純
一
(
治
男
御
影
)

巾
婚
姻
4
組

鈴
木
隆
昭

u村
本
栄
子
〈
東
町

)
吉
村
安
治
郎
日
酒
井
フ
ミ
ハ

今
金
)
館
田
哲
倍
。
久
保
ミ
サ

〈
高
美
町
〉
佐
々
木
正
春
H
鷲

野
フ
サ
子
(
中
堅
〉

@
亮
亡
2
名

河
島
其
一
刊
(
白
石
)
間
部
よ

L
m
〈
花
石
)


